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主催/熊 本バンド

林田 祥 吾 氏

16年 1月 30日 (上)

農本バ ン ド泰教毛率前

140周 年記念行事実行委員会

(熊本大学YMCA花 陵会)

(ルーテル神水教会)

△
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教師ジェーンズから受洗した人々
平出 美 保 氏

開    会

賛    美   讃 美歌 260番   一  同

聖    書   新 共同訳 ヨ ハネによる福音書第 10章 1節 ～ 16節

常定 希  氏 (ルーテル学院中学・高校)

祈    祷   石 川 立  氏 (同志社大学キリスト教文化センター所長)

賛    美    「 ガリラヤの風かおる丘で」讃美歌 21 57番

(九州学院高校 ・ルーテル学院中学 ・高校)

奉教趣意書朗読  山 口 員 哉 氏 (熊本大学YMCAイ と陵会)

同日語訳朗読   東  ほ のか 氏 (九州学院高校)

奨    励   「 寛容と忍耐」

村田 晃 嗣 氏 (同志社大学学長)

自 由 祈 祷  有 志

賛    美   讃 美歌461番   一  同

献    金    一  同  *熊 本バンド記念行事のために用いられます。

主 の 祈 リ  ー 同

実行委員長挨拶   難 波 信 義 氏 (熊本草葉町教会)

閉    会
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1
ち  とを                      め 、こ

千 繊 の 岩 よ、わが身を囲め,

さかれ し般の 血とおと水に

罪 もりがオとも 洗 革ヽきよめよ,

2
おきて

かよつき我は 律法とこたえず、

もゆ る`ふも た ざつ涙も、

罪をあがなう 力 はあらず.

3            ョ リント前 10。こ
r i 掛̀

十字架の外 に 頼 むかげなき

わび とき我 を 携 み た まえ、

み数 いな くば 集くる術なし.

4
うち

世にある中も、世を去る時もゃ
よ  あ さ'去

知らぬ陰席にも 器 きの目にもも

千 歳 の 岩 よ、わが身を囲め9

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
善
第

１０

章

１
飾
～

１６

節

１

「は
っ
き
り
言
っ
て
お
く
。
羊
の
囲
い
に
入
る
の
に
、
門
を
通
ら
な
い
で
ほ
か
の
所

を
乗
り
載
一え
て
来
る
者
は
、
盗
人
で
あ
り
、
強
盗
で
あ
る
。
２
門
か
ら
入
る
者
が
羊
飼
い

で
あ
る
。
３
門
番
は
羊
飼
い
に
は
門
を
開
き
、
羊
は
そ
の
声
を
聞
き
分
け
る
。
羊
飼
い

は
段
が
の
、
の
待
を
呼
ん
で
き
れ
昨
す
。
４
針
が
の
ギ
を
す
べ
て
き
れ
静
す
と
、
婿
弱

に
立

っ
て
行
く
。
羊
は
そ
の
声
を
知

っ
て
い
る
の
で
、
つ
い
て
行
く
。
５
し
か
し
、
ほ

か
の
者
に
は
決
し
て
つ
い
て
行
か
ず
、
逃
げ
去
る
。
ほ
か
の
者
た
ち
の
声
を
知
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
」
６
イ
エ
ス
は
、
こ
の
た
と
え
を
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
々
に
話
さ
れ
た

が
、
彼
ら
は
そ
の
話
が
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
７
イ
エ
ス
は
ま
た
言
わ
れ
た
。

「は
つ
き
り
言

つ
て
お
く
。
わ
た
し
は
羊

の
門
で
あ
る
。
８
わ
た
し
よ
り
前
に
来
た
者
は

皆
、
盗
人
で
あ
り
、
強
盗
で
あ
る
。
し
か
し
、
羊
は
彼
ら
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ

た
。
９
わ
た
し
は
門
で
あ
る
。
わ
た
し
を
通
っ
て
入
る
者
は
救
わ
れ
る
。
そ
の
人
は
、
門

を
出
入
り
し
て
牧
草
を
見

つ
け
る
。
１０
盗
人
が
来
る
の
は
、
盗
ん
だ
り
、
屠

っ
た
り
、
滅

ば
し
た
り
す
る
た
め
に
は
か
な
ら
な
い
。
わ
た
し
が
来
た
の
は
、
羊
が
命
を
受
け
る
た

め
、
し
か
も
豊
か
に
受
け
る
た
め
で
あ
る
。

１１
わ
た
し
は
良
い
羊
飼
い
で
あ
る
。
良
い

羊
飼
い
底
羊

の
た
め
に
命
を
捨
て
る
。
蛇
羊
飼
い
で
な
く
、
自
分
の
羊
を
持
た
な
い
雇

い
人
は
、　
狼

が
来
る
の
を
見
る
と
、
羊
を
置
き
去
り
に
し
て
逃
げ
る
。
―
―

狼

は
羊

を
奪
い
、
ま
た
追
い
散
ら
す
。
―
１
１３
彼
は
雇
い
人
で
、
羊

の
こ
と
を
心
に
か
け
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

盟
わ
た
し
は
良
い
羊
飼
い
で
あ
る
。
わ
た
し
は
自
分
の
羊
を
知

っ

て
お
り
、
羊
も
わ
た
し
を
知

っ
て
い
る
。
崎
そ
れ
は
、
父
が
わ
た
し
を
知

っ
て
お
ら
れ
、

わ
た
し
が
父
を
知

っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
わ
た
し
は
￥

の
た
め
に
命
を
捨
て
る
。

‐６
わ
た
し
に
は
、
こ
の
囲
い
に
入
っ
て
い
な
い
ほ
か
の
羊
も
い
る
。
そ
の
羊
を
も
導
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
考
も
わ
た
し
の
声
を
聞
き
分
け
る
。
こ
う
し
て
、
羊
は
ず
矩

の
良
い
羊
飼
い
に
導
か
れ
、　
一
つ
の
群
れ
に
な
る
。

につみ もけがれ も あら 、1きぷ 〕よ
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1
あ ‐ヽ

主われを愛す車

☆,1し弱 くとも

(おリカとえじ)

わが主イエス、

わカニ主イエス,

主rよ強tすれば、

恐1とtまあらじ,

t,力こ主 イエス.

われをあいすさ

4

2

わが現1のため
あわ

天 よりくだ 中

3
) ど

みくにのrJを

招きfこまえり,

JEstrs tovES,ttr
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きかえをすてて、

十字架につt,り,

ひらきてわれな

いさみて歩r・らん6

tつが孝|イエスよ、 わ と々をきよめて,

まきはたらきを なきじめたまえ3



キ リス ト教 を信 じる宣吉夫

札々が、キリる卜教を孝んだところ、人究教えられるところがあった。

以後、これを孝ぺばキャSごほど喜びが仔られる。そこで、このキリスト枚を日本の国ヤに伝重し、夫明を知り

夫化を得てほしいと考えるに多ギった。

しかしながら、キリスト教の深い兵理を持らずして、古い伝範と習慣にしばられている人々が夕な`くない。

戎ら話しいえ理を第った考として、この奥理を～らない人々の塊状を見るに、いたたまれないもどかしさを

建じる。この際、なら、新しい大きな使令をになう千年は、一人決さをし生令がけでキリスト教がゲ明二人

な宗教であることを、明確にしてゆかねばならない。この決意の実行に、我々はもっとも力を尽くすつもり

である。

そこで志を同 じくするものが、花円LLに釜 り、一致協力してキリス トれの信″Pを守ってゆ くために、次の

約未をする次第である。

キリストれを信 じる考は、お互いに兄弟としての夫わりをもら、生活公般にわたって、互いに戎めあい

込をしあいながら、良い行いを実行 しなtすれどならない。

いったん、キリスト次の信ヤPを持ちながら、信ヤPにrS、さわしい生活ができない者は、神をあざむくこと

になる。また、自分白身のldをもあざなくことになる。こうした者は、えずや神の罰を実けることを

～らなければならない。

今日、我が日の多くは、キリスト幾を拒否している。それ故に札らの内、たとえ一人でもキリスト教を

すてる考は、世間の物突いになるだけでなく、義らのせっかくの洪志をもバ、みにじり、実行不可台とに

してしまう。ともども、努力しようではないか。

1876年 1月 80電  宙 理雷 宮こす

(泰枚超志吉口拷択)

*熊 本バンドとは…

日本の半リスト教プロテスタント教会の歴史には、内村鑑三を中心とした札幌バンド、植村正久を中心と

した横浜バンドと熊本バンドのこ源流があります。熊本バンドとは、同志社の宣教師が、熊本から来た青年

たちを熊本のグループという意味で呼び始めたことから用いられるようになりました。

この青年たちは 1871年 (明治4年 )に 設立された熊本洋学校で、
~/メ
リカ退役軍人ジェーンズ教師の

感化によってキリスト教を受け入れた者たちです。彼らはその思いを 「奉教趣意書Jと いう文章にまとめ、

これに署名した 35ノ、と後に仲間に加わった者で、その大部分の青年が創立直後の同志社に転校卒業し、同

志社のみならず、日本の近代市民社会形成の上で大きな貞献をしまし/た。

「奉教趣意書」は 1876年 (明治 9年 )1月 80日 、花岡山で行われた祈祷会で朗読して署名されました。

花岡山にある 「本教之碑」は同志社創立90年 記念に寄購され、 1965年 に建立されました。

(花岡山 「熊本バンド奉教の碑」解説より)

主の祈 り

天にまします我らの父よ

ねがわくは御名をあがめさせたまえ 御 国を来らせたまえ

みこころの天になるごとく 地 にもなさせたまえ

我らの日用の糧を今日も与えたまえ

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく 我 らの罪をもゆるしたまえ

我らをここ/Dみにあわせず 悪 より救い出したまえ

国とちからと栄 とは限りなくなんじのものなればなリ ア ーメン

(視)同 志社創立 140年
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